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1. 本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を巨由
に発表 し討論 しあい､また､研究に関連した情報を交換 しあうことを目的とし

て､毎月 1回編集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義ノー ト､嘩別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な
どです｡

2. 本誌に投稿された論文については､原則として審査は行ないません｡ 但 し､

編集委員会で本誌-の掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること

または掲載をお断 りすることがあ ります｡

3. 本誌の掲載論文を他の学術雑誌に引用するときは､著者の承諾を得た上で､

prjvatecommunication扱いにして下さい｡

原稿作成要領

1.原稿は2部 (オリジナル原稿及びコピー)提出して下さい｡

2.別刷ご希望の方は､投稿の際に50部以上10部単位で､必要部数､別刷送付先､

請求先を明記の上､お申し込み下きい｡
3.ワープロ原稿の場合 ′

ワープロ原稿を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの

で､以下の点に注意 して原稿 を作成 して下さい｡(特に希望さ咋る場合には､
こちらでタイプし直すことも可能ですが､経費の節約のため､できるだけ写

真製版できる原稿をお願いします｡)

1)用紙はB5またはA4を縦に使用｡(印刷はB5になります｡)

2)マージンはB5で､上下あ.わせて約4.5cm､左右あわせて約 4cm｡
3)1ページに本文34行､ 1行に全角文字で42字｡

4)第1ペ丁ジは､タイ トルはセンタリング､所属 ･氏名は右寄せにして､
余白を十分にとって下さい｡,

5)図や表は､.本文中の適当な箇所に貼 り込み､図の下にキャプションを付

けて下さい｡
6)体裁については､上記は一応の目安ですので､多少の違いがあってもか

まいません｡

4.手書き原稿の場合

り 原稿は400字詰原稿用紙に丁寧に書いて下さい｡
2)数式は大きく明瞭に書き､ 1行におさまらない場合の改行箇所を赤で指

定 して下さい｡

3)数式､記号の書き方は､ Progress,Journalの投稿規定に準 じ､立体 (∩)､
イタリック (_ )､●ゴシック (vv)､ギリシャ文字 (ギ)､花文字､大文
字■､小文字などを赤で指定 して下さい｡本誌は立体を基本としてタイプ

されますので､式にも必ず､イタリック､立体を指示 して下さい｡また､

著者校正はあ りませんので､特に区別 しにくい Cとe､eと1､Vとu､

uとn､1(エル)と1(イチ)､0(オー)と.0(ゼロ)､Ⅹ(エ ックス)と×
(カケル)､ †(ダガー)と+(プラス)､少と卓とVと¢なども赤で指定 し
て下さい｡

4)図は写真製版できるもの (こちらでは トレースはいたしません｡)を図

の説明と共に論文末尾に揃え､図を入れるべ き位置を本文の欄外に赤で

指定 して下さい｡
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編 集 後 記

新年度 冒頭か ら､ 読者の皆 さんに とってはあ りが た くな いこ とですが､ 4月

号か ら購読料 を値上げ させていただ くことにな りました｡ 編集部 としては､ 経費

節減 の努力は常 に心が けてい ますが､ 諸般 の事情か ら万やむを得 な い措置 と判断

しました (vo 1. 57, n0.3の末尾 をご覧 ください )｡ 今後は､ 読者 に満

足 いただけるよ う内容 の充実 に一層努 力 してい くつ もりですので､ な に とぞ よろ

しく御声援御批判 をお願 いします｡ 経費の面で一つの救 いは､ 最近の ワープ ロ原

稿の増大です｡ しか し､ 手書 き原稿 は大いに歓迎 します｡ 手書 き原稿が投稿 しに

くいような空 気 になるのは大変危険です｡ 欧文誌な どにおいても､ 近 い将来､ デ

ィスク投稿､ 電 子 メール によるソースフ ァイルの発送な どが一般化す ることは目

に見 えていますが､ 編集の側 としてはそれへの対応 には きわめて憤重 でなければ

な らないで しょう｡ 国際的にも､ また国内 にお いて も､ 電子情報 の恩 恵 に充分浴

す ることがで きる人々 とそうでな い人 々の ギャップがはなはだ しいか らです｡ そ

の点 における格差 を助長するような行 き方 は､ 学問的にも大 きな損失 をもたらす

で しょう｡

なお､ 今月号か ら原稿の作成費韻 も変 わ りましたので御注意 ください｡ くわし

くは表紙 の折 り返 しを ご覧下 さい｡ しか し要額 な どにあ まり･こだ わ らず､ 気軽 に

投稿 され るこ とを編集部 としてはむ しろ望 んで います｡

春の物理学会 は私鉄 ス トの ため大変影響 を受 けました｡ ∫Rの ス トも久 しぶ り

のこ とです｡ 不況がや って くることは大変歓迎 すべ きこ とです｡ その ために､ 地

球の寿命がす こし伸び､ 世の中が静か にな って､ 人 々が 自己を見つめ る機会が幾

分か増えるな らば｡ (Y.K)
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会 員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費は前納制になっています｡ したがって､ 3月未まで

に次年度分の会費をお支払い下さい｡

会費 lstVolume (4月号- 9月号) 4,800円

2mdVolume (10月号- 3月号) 4,800円

下

お支払いは､

理

郵便振替で

振

計9,600円
いします｡当会専用の振替用紙が

2.送本中止の場合:
送本の中止はvolumeの切れ目しかできません｡次のVolume
より送本中世を希望される場
い｡中止の連絡のない限り､
さいO

きるだけ早めにご連絡下さ
ま継続されますのでご注意下

未着の場合:発行日より6ケ月以内に当会までご連絡下さい｡

物性研罪刊行会
〒606京都市左芳 川過分町一京都大学湯川記念館内

075)753-7051,722-3､540
075)7.22-6339
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